
 

 

 

 

 

 

雪は天から送られた手紙 ～中谷宇吉郎から学ぶ～ 
 

校長 野辺 茂樹 

 
 学校やその周りにも紅葉のたよりが届きはじめ、イロハモミジやイチョウが赤や黄色の彩りをみせて
います。１１月は第２回学校運営協議会を行い、委員の皆様にここまでの学校の営み等について貴重な
ご意見を頂きました。また、３学年、６～１０組の三者面談の際には、お子様の日頃の様子や今後の進
路等に向けて相談や検討を行う貴重な機会になりました。３つの学期の中で最も長い２学期が今月で終
了します。２学期も概ね予定した行事等を滞りなく行うことができました。保護者・地域の皆様の学校
教育活動へのご理解ご協力に、深く感謝申し上げます。 
 さて、１２月７日は二十四節気の大雪（たいせつ）。「雪が盛んに降りだす頃」です。関東平野に雪が
舞うのはもう少し先になりそうですが、今回は「雪」の話を紹介します。中谷 宇吉郎（なかや うきち
ろう）さんは雪の研究で知られ、人工雪を作ることに世界で初めて成功した人物です。中谷さんが生ま
れた石川県加賀市にある「中谷宇吉郎雪の科学館」では、中谷さんが行った雪の研究について紹介して
います。（雪の科学館は、現在は能登半島地震による被害復旧工事のため、2026 年 3 月（予定）まで休
館しています。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 美しい雪の結晶に魅せられて研究に没頭し、－１５℃まで下がる十勝岳の野外で３０００枚を超える
顕微鏡写真を撮影したそうです。研究が客観性をもつためには、それを証明するための膨大なデータが
必要です。また－５０℃まで下げられる低温室での人工雪を作る実験は苦心の試行錯誤だったそうです
が、結果として実証性と再現性のある研究にまで発展しました。好奇心やあくなき探究心からなる情熱
と、隅々まで調べきる準備、最後までやり抜く力にはまさに脱帽です。この他にも中谷さんは凍上（氷
の層発生による土壌隆起）や着氷防止の研究、グリーンランドの氷の研究などに力を注いだそうです。 
 令和７年も間もなく終わりますが、生徒の皆さんにとってこの１年はどんな年だったでしょうか。何
かを成し遂げたい時には相応の準備が必要ですが、積み上げた蓄積はきっとあなたの糧になります。く
れぐれも体に気を付けて、頑張ってください。 

1932 年に赴任先の北海道大学にて 
雪の研究を開始します。雪は人々 
の暮らしとさまざまな関わりがあ 
り北海道の土地に合った研究テー 
マだと考えていた頃、アメリカの 
農夫・ベントレーが撮った雪の結 
晶の写真集が出版され、その美し 
さに感動し研究に着手しました。 
博士は、美しい結晶ばかりでなく 
あらゆる形を顕微鏡写真に撮り、 
結晶を分類し（右図）、気象状態 
がどのようなときにどんな結晶が 
降るかも調べました。そして、観 
察によって思い浮かんだ仮説を確 
かめるため人工的に雪の結晶を作 
ることを目指し、低温室を作り実 
験しました。そして 1936 年 3 月 
12 日、世界で初めて人工雪を作る 
ことに成功したのです。人工雪の 
装置は、ビーカーの水をヒーター 
であたためると水蒸気が上昇し、 
それが冷えて装置の上部につるし 
たうさぎの毛に結晶ができます。 
温度と水蒸気量の値を変えれば結 
晶の形が違ってくることがわかり、 
2 つの条件と形の関係を１つの表 
にまとめました。この研究の意味 
を、博士は「雪は天から送られた 
手紙である」とう有名な言葉で表 
現したのです。                        

＜文章及び図は、「中谷宇吉郎雪の科学館」ＨＰより引用＞ 
 

 

 



 


